
さいたま市では、多くの専門機関が皆さんの生活上の困り事に応じて、支援を
行っています。しかしながら、数多くの専門機関があると、「まずどこに相談すれ
ばよいか ?」とお悩みになる方もいるかもしれません。平成 �� 年に施行された発
達障害者支援法に位置づけられた専門機関として、さいたま市では平成２１年１０
月、「さいたま市発達障害者支援センター」を開設しました。発達障害者支援セ
ンターでは、さいたま市内にお住まいのご本人、ご家族、関係者の皆さんからの、
発達障害に関する様々な相談に応じています。相談先に迷ったら、まずは発達障
害者支援センターにご相談ください。

相談の第１歩として・・・

さいたま市発達障害者支援センター
○さいたま市内にお住まいのご本人、ご家族、関係者からの相談に応じて

います。
○継続的な相談支援については、ご本人が��歳以上の方を対象としています。
 ��歳未満の方については、年齢や相談内容に応じた相談機関について情

報提供等をしています。
○相談は無料です。
○相談内容の秘密は守ります。
○相談は予約制です。まずはお電話等でご相談ください。

● お住まいの区　● どなたが相談されたいのか　● 相談内容　など

TEL ���-���-����
FAX ���-���-����

最初の電話でお聞きすること

（音声コード Uni-Voice） 発行：さいたま市発達障害者支援地域協議会
【事務局】さいたま市福祉局障害福祉部障害政策課
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　「発達障害」とは、『自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、
学習障害、注意欠陥多動性障害その他これに類する脳機能の障害であって
その症状が通常低年齢において発現するものとして政令で定めるものをい
う。』と発達障害者支援法に定義されています。

発達障害って ?

知的障害を
伴うこともある

注意欠陥
多動性障害
（AD/HD）

注意欠陥
多動性障害
（AD/HD）

広汎性発達障害
（自閉症スペクトラム障害）
広汎性発達障害

（自閉症スペクトラム障害）

学習障害
（LD）
学習障害
（LD）

・不注意（集中できない）
・多動・多弁
   （じっとしていられない）

・衝動的に行動する
   （考えるよりも先に動く）

・「読む」「書く」「計算する」など 
 の能力が、全体的な知能発達 
 に比べて極端に苦手

・言語の発達の遅れ
・コミュニケーションの障害
・対人関係、社会性の障害
・パターン化した行動、こだわり

・基本的に、言葉の発達に遅れ 
 はない

・コミュニケーションの障害
・対人関係、社会性の障害
・パターン化した行動、興味、 
 関心の偏り

・不器用（言語発達に比べて）

自閉症

アスペルガー症候群

それぞれの障害の特性

※このほか、トゥレット症候群や吃音（症）なども発達障害に含まれる

　乳幼児期に落ち着きがない、友達とうまく遊べない、会話になり
にくい、かんしゃくをよく起こすなど、同年齢の子どもたちと比べ
て気になるところや子育てをするうえで心配なところはありません
か ?
　また、就学後に知的な発達の心配はないものの、学校の授業につ
いていけない、友達ができないなどの心配はありませんか ? 
　就職後に職場の人間関係がうまくいかない、仕事がうまくこなせ
ないなどの心配はありませんか ?
　このようなことは誰にでもありますが、原因のひとつとして「発
達障害」と呼ばれる障害があります。発達障害は、年齢や生活、保
護者の育て方、家庭でのしつけなどが原因ではありません。早期に
発見し、周囲の皆さんが適切な対応をすることで、多くの方が共に
地域で生活をすることが可能になります。
　このパンフレットは、ご本人やご家族、さらには地域の皆さんが
発達障害を理解し、適切な配慮をしていただくための手がかりとし
て、活用していただくために作成したものです。

「ちょっと気になる」ってどんなこと?「ちょっと気になる」ってどんなこと?

発達障害発達障害
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以下の症状は特徴的なものです。このことだけでは判断できませんので、
心配な場合は �� ページ以降のさいたま市の相談窓口にご相談ください。

こんなときはどうすればいいの ?どのような症状がみられますか ?

と課 題 対 応

乳児期

よく動き回り目が離せない、言葉の遅れ、コミュニケーションのための言葉
が少ない、マイペースな行動が多く指示に従えない、他の子どもに興味がなく、
子ども同士で遊べない、落ち着きがなく集団行動がとれないなど。

幼児期

読み書きが苦手、落ち着きがなく注意力が散漫、周囲の状況が理解できず、
不適切な行動や発言が多い、友達とのトラブルが多い、片付けや整理が苦手、
忘れ物が多い、家庭内でのしつけにくさが見られるなど。

これらは発達障害の特徴として多く見られるものです。これらの特性以外に、適切な対応を
受けられなかったことが原因による二次的な症状（自信喪失や不信感、うつなど）が引き起こ
されている場合もあります。
年齢に応じた発達や言動を求めるより、本人に合った方法やペースを尊重し、周囲が支えて
いくことが大切です。相談機関に連絡して、適切な支援が受けられるよう相談してみましょう。
※このような特徴があるからといって、必ずしも発達障害であるとは限りません。診断につい
　ては、小児神経科医・精神科医等の医師にご相談ください。

学齢期

同級生と先輩後輩の付き合い方の違いに混乱する、異性の友人への気遣いが
薄い、基礎的な学習能力にアンバランスがある、課題や活動を順序立てて
行うことが難しいなど。

思春期

対人関係や集団生活でのトラブルが多い、仕事が長く続かないなど。成人期

夜泣きが激しい、よく泣く、かんしゃくが強い、抱きにくいなどの育てにくさ。
反対に、よく眠りおとなしい、手がかからないなど。

課 題

対 応

乳幼児期

　生後４か月になります。上の子どもと違い、よ
く泣き、いつも機嫌が悪く、強く反り返り抱きに
くいなど、育てにくさを心配しています。

　生後４か月になります。上の子どもと違い、よ
く泣き、いつも機嫌が悪く、強く反り返り抱きに
くいなど、育てにくさを心配しています。

Q

　もうすぐ２歳になります。よく動き回り、目が
離せません。他の子どもやおもちゃにもあまり興
味がない様子で、公園に行っても走り回っている
ことが多いので心配です。

　もうすぐ２歳になります。よく動き回り、目が
離せません。他の子どもやおもちゃにもあまり興
味がない様子で、公園に行っても走り回っている
ことが多いので心配です。

Q

　かかりつけ医がいる場合には、かかりつけの医療機関で相談をしてみましょう。さい
たま市では１か月児健診、４か月児健診、１０か月児健診、１歳６か月児健診、３歳児
健診の乳幼児健康診査を行っています。
その時に相談することもできます。またはお住まいの区の保健センターにご相談ください。
保健師がお話を伺い、必要なアドバイスを行います。ご希望によっては専門機関を紹介
することもできます。また、総合療育センターひまわり学園か療育センターさくら草、療
育センターひなぎくにご相談ください。乳幼児健康診査の実施機関としての役割もあり、
専門の小児科医が診察を行い相談に応じます。

　かかりつけ医がいる場合には、かかりつけの医療機関で相談をしてみましょう。さい
たま市では１か月児健診、４か月児健診、１０か月児健診、１歳６か月児健診、３歳児
健診の乳幼児健康診査を行っています。
その時に相談することもできます。またはお住まいの区の保健センターにご相談ください。
保健師がお話を伺い、必要なアドバイスを行います。ご希望によっては専門機関を紹介
することもできます。また、総合療育センターひまわり学園か療育センターさくら草、療
育センターひなぎくにご相談ください。乳幼児健康診査の実施機関としての役割もあり、
専門の小児科医が診察を行い相談に応じます。

A
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小学校３年生の男子です。授業中に席から離れることが多く、キョロキョロしたり、
隣の子に声をかけたりしているようです。落ち着きがないので心配です。

小学校３年生の男子です。授業中に席から離れることが多く、キョロキョロしたり、
隣の子に声をかけたりしているようです。落ち着きがないので心配です。

Q

小学校４年生の男子です。学習面では心配ないのですが、班活動で班員とのコミュニ
ケーションがうまくとれず心配です。

小学校４年生の男子です。学習面では心配ないのですが、班活動で班員とのコミュニ
ケーションがうまくとれず心配です。

Q

小学校６年生の女子です。授業は一生懸命に聴いているのですが、なかなか理解でき
ず、本人がつらいようです。どのような支援をしていけばよいでしょうか。

小学校６年生の女子です。授業は一生懸命に聴いているのですが、なかなか理解でき
ず、本人がつらいようです。どのような支援をしていけばよいでしょうか。

Q

まずは学校で相談してみましょう。学校では学級担任を中心に、校内体制を整備し、
支援や指導を行っています。

教育相談室、特別支援教育相談センターでは、学校や家庭での対応などを一緒に考
えていくことができます。また、発達段階に応じた支援方法や、教育に関する様々な相
談に応じるとともに、希望により専門機関を紹介します。また、同じ悩みを持った親同
士で支えあえる親の会もあります。

A

中学１年の男子です。小学生の頃から友達づきあいが苦手でした。中学に入って、次
第に自分の言葉にこだわり、表現がおかしくはないかと繰り返し確認するようになりまし
た。最近では、自分が何か落としものをしてしまったのではないかと気になり、何度も
来た道を戻って確認したりもします。どうしたらいいのでしょう?

中学１年の男子です。小学生の頃から友達づきあいが苦手でした。中学に入って、次
第に自分の言葉にこだわり、表現がおかしくはないかと繰り返し確認するようになりまし
た。最近では、自分が何か落としものをしてしまったのではないかと気になり、何度も
来た道を戻って確認したりもします。どうしたらいいのでしょう?

Q

学校にご相談ください。学校では特別支援教育コーディネーターが学校の窓口となり、
支援における連絡調整を行っています。気軽に話し合ってみてください。

また、子どもの精神保健相談室では、過剰に不安になるなどの精神的症状の評価を
行うことができます。薬物療法などの医療支援が有効ではないかと判断された場合には、
適切な医療機関をご紹介することもあります。

A

幼稚園への入園を考えていますが、他の子どもと比べて言葉が遅い、落ち着きがない、
友達と遊べないなど心配です。

幼稚園への入園を考えていますが、他の子どもと比べて言葉が遅い、落ち着きがない、
友達と遊べないなど心配です。

Q

保育園に通っています。落ち着きがなく、先生の指示に従えない、遊びのルールがわ
からず友達とけんかになるなど心配です。

保育園に通っています。落ち着きがなく、先生の指示に従えない、遊びのルールがわ
からず友達とけんかになるなど心配です。

Q

保健センター、家庭児童相談室などに相談しアドバイスを受けたり、専門機関を紹介し
てもらうことができます。

早期に、専門的な判断をもとに相談や指導を受けることも大切なことです。児童相談所
では児童福祉司や児童心理司の相談を受けることができます。また、総合療育センターひ
まわり学園と療育センターさくら草、療育センターひなぎくでは、小児科医の診察や心理士、
作業療法士、言語聴覚士などによる個別指導や集団指導を受けることができます。

さらに、保護者の了解を得た上で幼稚園や保育園の先生方と連携を図り、お子さんの
状態を説明したり、どのような対応が必要かなどのアドバイスを受けることができます。

保健センター、家庭児童相談室などに相談しアドバイスを受けたり、専門機関を紹介し
てもらうことができます。

早期に、専門的な判断をもとに相談や指導を受けることも大切なことです。児童相談所
では児童福祉司や児童心理司の相談を受けることができます。また、総合療育センターひ
まわり学園と療育センターさくら草、療育センターひなぎくでは、小児科医の診察や心理士、
作業療法士、言語聴覚士などによる個別指導や集団指導を受けることができます。

さらに、保護者の了解を得た上で幼稚園や保育園の先生方と連携を図り、お子さんの
状態を説明したり、どのような対応が必要かなどのアドバイスを受けることができます。

A

来年小学校に入学予定です。他の子どもと比べて、先生の話を落ち着いて聞くことが
できない、友達とうまく遊べないなどの心配があります。

来年小学校に入学予定です。他の子どもと比べて、先生の話を落ち着いて聞くことが
できない、友達とうまく遊べないなどの心配があります。

Q

児童相談所では、児童福祉司や児童心理司、総合療育センターひまわり学園、療育
センターさくら草、療育センターひなぎくでは、医師や心理士などが専門的判断をもとに
相談を行います。希望により、教育相談室や、特別支援教育相談センターを紹介し、小
学校入学に向けた相談を受けることができます。

教育相談室、特別支援教育相談センターに直接相談をすることもできます。就学に向
けた相談方法や市内の小学校のことなど、教育に関する様々な相談ができます。

児童相談所では、児童福祉司や児童心理司、総合療育センターひまわり学園、療育
センターさくら草、療育センターひなぎくでは、医師や心理士などが専門的判断をもとに
相談を行います。希望により、教育相談室や、特別支援教育相談センターを紹介し、小
学校入学に向けた相談を受けることができます。

教育相談室、特別支援教育相談センターに直接相談をすることもできます。就学に向
けた相談方法や市内の小学校のことなど、教育に関する様々な相談ができます。

A

学齢期
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子どもが不登校になってしまいました。発達障害が原因でしょうか ?子どもが不登校になってしまいました。発達障害が原因でしょうか ?Q
不登校の要因は様々で、発達障害であるからといって必ずしも不登校になるわけでは

ありません。ただ、発達的な特性から勉強についていけなかったり、同級生とトラブル
を起こしたりすることがきっかけとなって、不登校になってしまうことがあります。学校
への登校を強制すると、より問題が大きくなってしまうことがあるので、無理強いはせず
不登校のきっかけとなった問題がどうやったら解決できるか、本人や家族、学校、相談
機関などで一緒に考えていくことが大切です。

A

私は、学校で教育相談を担当しています。高３の発達障害の生徒のことで相談です。
本人には大学進学の能力はあるのですが、「どうせ自分は何をやってもダメ」と否定的な
言動を繰り返します。保護者も悲観的で、相談時に泣くこともしばしばです。良いとこ
ろを伸ばし、自信をつけさせたいのですが、本人・家族が後ろ向きで困っています。

私は、学校で教育相談を担当しています。高３の発達障害の生徒のことで相談です。
本人には大学進学の能力はあるのですが、「どうせ自分は何をやってもダメ」と否定的な
言動を繰り返します。保護者も悲観的で、相談時に泣くこともしばしばです。良いとこ
ろを伸ばし、自信をつけさせたいのですが、本人・家族が後ろ向きで困っています。

Q

「学力はそこそこなのに友達と上手く関われない」「一生懸命やっているのになぜか集
団行動についていけない」など、発達障害を抱える方やそのご家族から、よくそんな話
を聴きます。発達障害を抱えるがゆえの困難さではないかと思われるのですが、周囲に
理解者や支援してくれる人の存在が得られないと、「上手くいかないこと = 自分が悪い」
と誤解し、いつの間にか追い詰められた心境になって、自信を失ってしまうのでしょう。
お話の生徒さんやご家族は、これまでの経過の中で、なかなか口に出して言えなかった
様々な思いを抱えているのではないでしょうか？ まずは、ご本人・ご家族の言葉に耳を
傾け、辛かったり大変だった思いをしっかり受け止めてみてください。身近なところに自
分の気持ちをわかってくれる人がいる、そうした体験が今後の進路選択にも繋がってくる
のではないでしょうか。

A

同級生とのトラブルが絶えず、なかなか友達が
できないのですが…

同級生とのトラブルが絶えず、なかなか友達が
できないのですが…

Q

発達障害の子どもたちは、その特性から人付き
合いがあまり上手くありません。特に思春期の年
代は、発達障害でなくても対人関係が不安定にな
りやすく、ますますトラブルが生じやすい時期で
もあります。

本人の特性に合わせ、本人なりの人付き合いが
できるよう具体的に考えていくことが大切です。
専門機関や学校の相談員に限らず、担任の先生
や部活の顧問、先輩など、本人自身が相談しやす
い人を見つけ、その人と一緒にどうしていったらよ
いか本人が考えていけると良いでしょう。

発達障害の子どもたちは、その特性から人付き
合いがあまり上手くありません。特に思春期の年
代は、発達障害でなくても対人関係が不安定にな
りやすく、ますますトラブルが生じやすい時期で
もあります。

本人の特性に合わせ、本人なりの人付き合いが
できるよう具体的に考えていくことが大切です。
専門機関や学校の相談員に限らず、担任の先生
や部活の顧問、先輩など、本人自身が相談しやす
い人を見つけ、その人と一緒にどうしていったらよ
いか本人が考えていけると良いでしょう。

A

��歳の息子は、身だしなみに無頓着です。髭そりを面倒がり、寝ぐせのついた髪でも
出かけてしまいます。いつもだらしない服装で、部屋は散らかり、汚れた衣服が埋もれ
ています。同級生の女子からは、「変人」扱いされているようです。おしゃれとまでは言
わなくても、もっと他人の目を意識してほしいのですが…

��歳の息子は、身だしなみに無頓着です。髭そりを面倒がり、寝ぐせのついた髪でも
出かけてしまいます。いつもだらしない服装で、部屋は散らかり、汚れた衣服が埋もれ
ています。同級生の女子からは、「変人」扱いされているようです。おしゃれとまでは言
わなくても、もっと他人の目を意識してほしいのですが…

Q

日常生活を共にするご家族としては、気を揉むことの多い悩みだと思います。望ましい
と思われる行動や服装について具体的に言葉で伝えていくのも一つの方法ですが、あまり
頻繁だとお互い嫌な気持ちになってしまうことでしょう。ご本人に問題意識があるのであ
れば自分でチェックできる表を作ってみる、学校などの協力が得られるのであれば講義ス
タイルで学ぶ機会を設けてもらう、本人にとってなにか負担となっていることはないかと
見直してみるなど、様々な角度から検討していくと良い方法が見つかることがあります。

また、どんな関わりも響かないと感じるようなときは、課題をいったん据え置き、取り
組むタイミングを見直すことが必要かもしれません。

日常生活を共にするご家族としては、気を揉むことの多い悩みだと思います。望ましい
と思われる行動や服装について具体的に言葉で伝えていくのも一つの方法ですが、あまり
頻繁だとお互い嫌な気持ちになってしまうことでしょう。ご本人に問題意識があるのであ
れば自分でチェックできる表を作ってみる、学校などの協力が得られるのであれば講義ス
タイルで学ぶ機会を設けてもらう、本人にとってなにか負担となっていることはないかと
見直してみるなど、様々な角度から検討していくと良い方法が見つかることがあります。

また、どんな関わりも響かないと感じるようなときは、課題をいったん据え置き、取り
組むタイミングを見直すことが必要かもしれません。

A

思春期
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ちょっとしたことで周囲の人と言い争いになって
しまう。普通に話しているつもりでも、相手が不
愉快になったり、怒り出してしまう。自分は普通
に指摘をしたり、話しているだけなのに、何故そ
うなるのかわからない。

ちょっとしたことで周囲の人と言い争いになって
しまう。普通に話しているつもりでも、相手が不
愉快になったり、怒り出してしまう。自分は普通
に指摘をしたり、話しているだけなのに、何故そ
うなるのかわからない。

Q

悪気はないがストレートな言葉で相手を怒らせてしまう、ちょっとしたミスでも許せな
いなど、周りの人とのコミュニケーションがうまくいかないために、友達ができない、
家族とうまくいかないことなどに悩んでいる方もいらっしゃいます。
発達障害者の特性の � つに、その場に応じた言動や臨機応変な対応が苦手ということ
があり、そのことで周囲の人に誤解を与えてしまいます。そのために、本人は不安やスト
レスを抱えがちになります。まず、自分の特性を把握し、周囲の人に理解してもらう必
要があります。さらにその場での対応として、「気になることをメモに残し、信頼できる
人に相談する。」「人のいない落ち着ける場所で深呼吸やストレッチを行い、気持ちを落
ち着かせる。」などの工夫も必要になります。いずれにしても、信頼できる相談機関を探し、
適切なアドバイスを受けることが必要です。

A

まじめに仕事をしているが、まわりの人から「仕事が遅い」「ミスが多い」とたびたび
注意され、職場の人と気まずい関係になったり、仕事に自信をなくしてしまう。そのため、
短期間で仕事を辞めてしまうことが多い。

まじめに仕事をしているが、まわりの人から「仕事が遅い」「ミスが多い」とたびたび
注意され、職場の人と気まずい関係になったり、仕事に自信をなくしてしまう。そのため、
短期間で仕事を辞めてしまうことが多い。

Q

仕事で一度にいくつかの指示をされたり、急に予定が変わると、どうすればよいかわ
からなくなる。また、わからないときに、どのように質問をすればよいかわからず悩むこ
とが多い。

仕事で一度にいくつかの指示をされたり、急に予定が変わると、どうすればよいかわ
からなくなる。また、わからないときに、どのように質問をすればよいかわからず悩むこ
とが多い。

Q

努力しているのに、仕事が長続きしないとか、何度面接を受けても採用されないとい
う経験から、自信をなくし、自分にどのような仕事が向いているのかわからなくなること
が、しばしば起こります。仕事に適応できず、様々な悩みを抱えている方は少なくありま
せん。
まず、「自分の特性を理解する」「適切な職業を選ぶ」「職場で上手に過ごす」ことな
どについて、適切な相談ができる場所を確保し、相談先機関の協力を得て、職場への
支援や調整なども含めた対応をすることが必要です。

仕事を辞める理由は、仕事が難しいことや健康面の問題もありますが、それ以上に発
達障害を理解してもらえないことから生じる、職場での人間関係の問題があげられます。
そのため、本人が自分の特性を理解するとともに、雇用する職場においてもその特性
を理解した上で、周囲の人が適切な対応をしたり、働きやすい環境づくりを工夫してい
く必要があります。

• １日のスケジュールや手順を、図や写真を取り入れるなどの工夫によりわかりやすく明
示する。指示などを簡潔に明確にし（「いつ、どこで、何を、いつまでに、どのように
やるのか、どうなったら終了なのか、終了したらどうするのか」など）、わかりやすくする。

• 集中して仕事が行えるよう、周囲の刺激を防止するための仕切りをつけたり、雑音の
少ない場所で作業する。

• キーパーソン（本人を理解し、相談役になるとともに、職場の同僚などの間に立ち、
調整を図ることで適切な支援を行う人）を作る。

努力しているのに、仕事が長続きしないとか、何度面接を受けても採用されないとい
う経験から、自信をなくし、自分にどのような仕事が向いているのかわからなくなること
が、しばしば起こります。仕事に適応できず、様々な悩みを抱えている方は少なくありま
せん。
まず、「自分の特性を理解する」「適切な職業を選ぶ」「職場で上手に過ごす」ことな
どについて、適切な相談ができる場所を確保し、相談先機関の協力を得て、職場への
支援や調整なども含めた対応をすることが必要です。

仕事を辞める理由は、仕事が難しいことや健康面の問題もありますが、それ以上に発
達障害を理解してもらえないことから生じる、職場での人間関係の問題があげられます。
そのため、本人が自分の特性を理解するとともに、雇用する職場においてもその特性
を理解した上で、周囲の人が適切な対応をしたり、働きやすい環境づくりを工夫してい
く必要があります。

• １日のスケジュールや手順を、図や写真を取り入れるなどの工夫によりわかりやすく明
示する。指示などを簡潔に明確にし（「いつ、どこで、何を、いつまでに、どのように
やるのか、どうなったら終了なのか、終了したらどうするのか」など）、わかりやすくする。

• 集中して仕事が行えるよう、周囲の刺激を防止するための仕切りをつけたり、雑音の
少ない場所で作業する。

• キーパーソン（本人を理解し、相談役になるとともに、職場の同僚などの間に立ち、
調整を図ることで適切な支援を行う人）を作る。

A

成人期

仕事を見つけるために

仕事を続けるために

たとえば、
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関係者からのメッセージ

ちょっと気になる子が、たくさんいます。自分から助けのサイン
を出せないまま、一生懸命やっているのに、人知れずつらい思い
をしていることもあります。また、ちょっと気になる子の行動のた
めに、困ってしまったり、どう対応してよいか相談できずに悩んで
しまう親御さんもいます。

育て方やしつけだけの問題でない子、ふざけたり悪さのために場
を乱したり、動いてしまうわけではない子がいるという事実を多く
の人が認識できると良いと思います。孤独になって悩んでいる親
御さんは、気になる子を対象にしている窓口に気軽に相談してみ
るのもよいと思います。

臨床心理士から

小学校や中学校は、決められた学習内容を日課表に沿って、集
団で学んでいく場です。もしかすると、お子さんの中には集団の
中で活動することや日課表に沿って学んでいくことが苦手な人がい
るかもしれません。

そんなときには、担任の先生や特別支援教育コーディネーター
の先生、教頭先生や校長先生にまず相談してみてください。これ
まで関わってきた主治医の先生や専門家の方々とよりよい学校生
活の送り方を相談していくことができます。一人で悩まないで、多
くの人と連携を図り協力し合ってお子さんが毎日楽しく学校生活を
過ごせるようにしていきましょう。

学校から

診断は、子どもに障害のレッテルを貼る
ことではありません。早期の療育は、子ど
もの可能性を広げます。肩の力を抜いて、
地域のサービスを上手に活用してみません
か ?  親にだって、気持ちの余裕は必要です。
そして、気持ちに余裕ができたら、子ども
のよいところをいっぱい褒めてあげましょ
う。叱られることが多い子どもだからこそ、
褒めることが大切なのです。子どもの” 生
きる力” を育むために、地域で温かく見守っ
ていきましょう。

保護者から

小児神経科医から

子育てに不安を感じたり、お子さんの発達
や行動が気になっている方々へ。

いわゆる気になる子どもたちのすべてが病気
や障害ではありません。発達に障害がある場
合、特性をふまえた前向きな援助が大切です。
気軽に専門機関にご相談ください。ともに、
子どもたちの成長を見守り、応援しましょう。
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※１　小学生については相談内容により受診可能　※２　乳幼児期においては「幼児こどばの相談」のみ　
※３　次年度小学校入学予定者（未就学児）の保護者を対象。　※４　継続相談は主に１８歳以上を対象。

各区保健センター
各区家庭児童相談室
なんでも子ども相談窓口
児童相談所
療育センター ※１

※�
※�

※�

教育相談室
特別支援教育相談センター
子どもの精神保健相談室
ひきこもり相談センター
こころの健康センター
なんでも若者相談窓口
障害者更生相談センター
障害者総合支援センター
各区支援課障害福祉係
障害者生活支援センター
発達障害者支援センター

相談機関 乳幼児期 成人期学齢期・思春期

※�

さいたま市の相談窓口

●連絡先一覧
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さいたま市の相談窓口

※�　令和 �年 �月 �日から

どこに相談してよいか迷ったら・・・・どこに相談してよいか迷ったら・・・・

まずは発達障害者支援センターにご相談ください。まずは発達障害者支援センターにご相談ください。
　発達障害者支援センターでは、さいたま市内にお住まいの本人、家族、
関係者などからの、発達障害に関する様々な相談に応じています。
　各種情報提供や対応についての助言、継続的な相談支援を行います。
※継続的な相談支援については、ご本人が �� 歳以上の方を対象
　としております。��歳未満の方については、年齢や相談内容
　に応じた相談機関について情報提供等をしています。
※相談は予約制です。まずはお電話等でご相談ください。

TEL:���-����
FAX:���-����

これらの相談機関の他にもこれらの相談機関の他にも

「発達障害者相談員」が電話相談に応じています。「発達障害者相談員」が電話相談に応じています。
　「発達障害者相談員」が障害のある人やその家族などからの生活上の相談
に応じ、同じ背景を持つ立場から助言その他の必要な援助を行います。
　詳しくは障害福祉課までおたずねください

障害福祉課　TEL：���-���� FAX：���-����
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関係機関等

サービス提供リスト MAP

さいたま市内の障害児通所支援事業所のうち、所在地、療育内容等について情報提供をいただ
いた事業所のリストです。サービス提供事業所検索 MAP では、事業所の位置を地図で確認する
ことができます。

障害児通所支援事業所における
発達障害児へのサービス提供リスト 

スマホで簡単検索

掲載の事業所の位置を地図で確認することができます。
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